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組織反応に関する声明（2011年4月）
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国際原子力機関（IAEA）の動向

 2011年5月、第29回安全基準委員会
（CSS）会合において， 国際基本安全
基準（BSS）の改定審議。

 同年7月Interim Editionに記載追加。

 2014年7月に公刊。

 2012年10月、線量限度適用に関する
技術会合開催。

 2013年12月、水晶体の線量限度の適

用に関する技術報告書
（TECDOC1731） を公刊。
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閣僚理事会指令 2013/59/Euratom

省 略

省 略
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わが国の規制動向

2016年 4月 IAEAの総合規制評価サービス（IRRS）
ミッション報告書にて、放射線防護の分
野に優先度を高くし、一層の資源配分を
するよう指摘。

2017年 6月 放射線審議会第134回において、水晶体
の線量限度適用に関する課題を報告。

7月 眼の水晶体の放射線防護検討部会を
設置。第1回会合を開催。

11月 第4回会合を開催予定。
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検討部会で示された当面の課題

水晶体の等価線量が高いまたは著しい不
均等被ばくをともなう可能性のある従事者
の水晶体被ばくの実態把握

福島第一原子力発電所の従事者

IVRに携わる医療従事者

その他の従事者など

適切な水晶体等価線量モニタリング方法の

確立

高線量被ばく従事者の水晶体被ばく低減
7

中長期的課題

放射線防護に関する教育

水晶体の放射線影響、線量評価・防護に
関する知識の普及と防護文化の浸透。

放射線防護、教育、検査員等の人材育成

水晶体の被ばく・防護、線量管理、白内
障検査要員等の育成・確保等。
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第1回会合
(平成29年7月25日開催）

1） 眼の水晶体の放射線防護検討部会の設置
について

2） 新たな水晶体等価線量限度と国外動向

3） ISO、IEC等の国際規格の動向

4） 論点整理: 水晶体の防護において早急に
取り組むべき課題
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第2回会合
(平成29年 9月5日開催）

1） 第１回眼の水晶体の放射線防護検討部会で
の議論の要点

2） 福島第一原子力発電所における眼の水晶
体被ばく管理の状況と取組み

3） 個人線量計によるβ線 3 ミリメートル線量当
量測定について

4） 論点整理: 福島第一原子力発電所における

眼の水晶体の適切な放射線防護のあり方に
ついて

10



2017/10/17

6

第3回会合
（平成29年10月5日開催）

1） 第 2 回眼の水晶体の放射線防護検討部
会での議論の要点

2） 個人線量測定サービス機関の統計データ
にみる眼の水晶体線量の分布状況

3） 医療における水晶体被ばくの現状

4） 防護メガネの遮蔽効果 ばらつきの程度と
要因

5） 医療分野における水晶体被ばくの現状と
課題（ヒアリングをふまえた論点整理）
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今後の予定

 関係各者へのヒアリング（継続）

 課題抽出及び論点整理

 放射線審議会への中間報告

 部会報告書取りまとめ
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さいごに

原子力から医療まで、横断的に現状把握・
議論・検討・とりまとめ。

各分野において、被ばく低減、防護策等、
さまざまな課題あり。

労働安全衛生の観点も含め、現状に即し
た水晶体の線量モニタリング、管理・防護
の在り方を整理しておく必要あり。
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